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10月5日に、米プリンストン大学の眞鍋淑郎氏ら（他2名）が

ノーベル物理学賞を受賞されました。授賞された理由は「地球

温暖化を予測する気候モデルの開発」です。眞鍋さんは、1967

年に「大気中のCO2の量が2倍になると、地上の気温が2.3度上

がる」との試算を発表し、現在の温暖化や異常気象が人為的で

あることを証明するモデルを作りました。こうしたコンピューター

を使って、気候の変動を解明する新しい研究分野を開拓した功

績により、世界中で地球温暖化の研究が進むようになったので

す。 事実、各国の気候変動対策策定の指針となるIPCC（気

候変動に関する政府間パネル）の報告書には、このモデルを発

展させたものが使用されています。

気候研究の分野でノーベル物理学賞が授与されるのは今回

が初めてとなります。各国は、4月の気候変動サミットで温室効

果ガス排出量の削減目標を定めましたが、今回の授賞により10

月末に開かれるCOP26（国連気候変動枠組み条約第26回締約

国会議）に向けて、再度警鐘を鳴らしたと言えます。

いちよしSDGs通信VOl.21   『ノーベル賞で注目高まる温暖化対策』

「眞鍋淑郎氏らがノーベル物理学賞を受賞」

上記で紹介したIPCCによる最新の報告書*によると、1850～1900年から2010～2019年までの人為

的な世界平均気温上昇は1.07℃であり、1970 年以降の気温上昇スピードは、過去 2000 年間の中で最

速と発表されました。2030年までの世界的な目標であるSDGsにおいても、「13気候変動に具体的な対

策を」が定められており、私たちにとって喫緊の課題であることは間違いありません。

引き続き気候変動対策に資する技術を持つ企業は、株式市場においても注目を集めることが期待さ

れそうです。

* IPCC第6次評価報告書より、いちよしアセットマネジメント引用

「温暖化対策は喫緊の課題」




